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　はじめに
　しばしば指摘されてきたように，スリランカ（1972 年まではセイロン）で
はカーストは強力なタブーである。滅多に公然とは語られないものであり，そ
の存在自体を認めようとしない傾向は明らかにある（1）。そのため，カースト
の実態，あるいはその政治的影響を検証することは容易ではなく，特に歴史研
究において十分な研究がなされてきたとは言えない。実際，スリランカ現代史
の多くはほとんどカーストに言及することなく書かれてきた。ナショナリズム
や内戦に関する研究においてカースト的要因が検証されることはほとんどな
かった。
　本稿が対象にする 1950 年代はシンハラ人とタミル人の間の民族対立が大き
く深刻化し始めた時期であったが，カーストがかなりの政治的影響力をもって
いた時期でもあった。特に，シンハラ人人口の半数ほどを占めるゴイガマ・
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カーストは圧倒的に有利な立場にあった。内陸部の大半のシンハラ人地域で
は村のヘッドマンはゴイガマであり，政府の有力者たちはカースト票によって
その選挙区から選ばれたことをよく認識していた。政治家たちの間のカースト
意識は明らかに強力であり，ジギンズが 1979 年に指摘したように，2 大政党，
つまり統一国民党とスリランカ自由党の指導者たちのすべてはゴイガマであっ
た（2）。よく知られているように，その後もただ 1 人の例外を除いて政府の最
高権力者のすべてはゴイガマである。
　ところで，植民地期の社会的，経済的変動のなかで巨大な富を蓄積した人々
のなかには多くの「低カースト」，つまり非ゴイガマの人々が存在した。特に
カラーワの経済的成功は顕著であった。しかし植民地下において政治改革が進
むにつれ，シンハラ人人口の約半数を占めるゴイガマが政治的側面においては
圧倒的に優位に立つことになった。そしてそれは 1931 年のドノモア憲法によ
る普通選挙の導入によって決定的となった。こうしたなかでカラーワを代表と
する非ゴイガマのエリートたちのなかからはシンハラ・ナショナリズムに深く
関わることで政治的影響力を確保しようとした人々が出現した。
　本稿では主に，独立から 1956 年の政治変革に至る時期におけるシンハラ・
ナショナリズムの展開をたどり，その中におけるカラーワ・エリートたちの
動きを検証していきたい。なかでも N.Q. ダヤスという人物に焦点を当てたい。
この人物は 1950 年代から 60 年代前半にかけての政治的展開にかなりの影響
力をもったのであるが，これまでほとんど注目されて来なかった。本稿は，イ
ギリス公文書館所蔵のイギリス政府公文書などを使用して，この人物を中心に
1956 年の政治変革に至る過程における非ゴイガマ・カーストの活動の一端を
明らかにしようとするものである。
　1　ドノモア憲法とコミュナリズム
　1930 年代のスリランカではさまざまな集団間の対立がますます深刻化しつ
つあった。新憲法を導入したドノモア委員会は立法評議会時代に存在したコ
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ミュナル議席を廃止することが国民統合につながるという信念に影響されてい
た。しかし結果は明らかにその逆になった。植民地政府によって 1931 年に普
通選挙がいわば上から導入されたとき，多くの人々の政治意識は十分には育っ
ていなかった。政治家たちもまた民衆，特に農村の人々に接近する手段を十分
にはもっていなかった。そうしたなかで多くの政治家たちが頼ったのは，宗
教，民族，カーストといった「コミュナルな」感情へ訴える手法であった。こ
の傾向は 1936 年の選挙でさらに激しくなった。セイロン知事であったスタブ
スが「コミュナルな感情は 20 年前に比べてはるかに激しくなっているし，近
年の選挙の経験によって状況がさらに悪化するような傾向があると思う」と述
べたのはこのときであった（3）。
　ドノモア憲法による普通選挙の導入とその後に行われたコミュナリズムの
扇動によって最も優位に立ったのは総人口の 6 割以上を占めたシンハラ人仏
教徒の政治家たちであった。彼らの多くはセイロンをシンハラ人の国である
とみなす言説を最大限に利用しようとした。たとえば，シンハラ人会議（The 
Sinhalese Congress）という組織の総裁であり，国家評議会の副議長であった
ウィジェラトネ（E.A.P. Wijeratne）という人物は，「シンハラ人はセイロンで
は中軸的な地位にあり，他のコミュニティの助力があろうとなかろうと我々は
我々の望むあらゆる改革を提示するのだという事実にセイロンの他のコミュ
ニティは黙って従わなければならない」と述べた（4）。保健省の大臣であり，
仏教徒神智協会の総裁であり，カラーワの実力者でもあった W.A. ダ・シルワ
（W.A. de Silva）はシンハラ人の聴衆に向かって「セイロンは本来シンハラ人の
ための国である。他のコミュニティはこの事実を察知するのが早ければ早い
ほど身のためである」と述べた（5）。S.W.R.D. バンダーラナーヤカがシンハラ
大協会（Sinhala Maha Sabha）という団体を結成したのは多数派としてのシン
ハラ人の優越意識がますます高揚しつつあったこの時期であった。そして彼
もまた次のように述べた。「もしセイロンの他のコミュニティがシンハラ人支
配を受け入れる覚悟がなければ，彼らは立ち去ることを決断することになる
かも知れない」（6）。
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　こうした排他的な言説が繰り返し表明され，影響力を広げるなかで，シンハ
ラ人多数派地域でマイノリティの政治家が議席を得ることは事実上不可能に
なった。それでも出馬したタミル人政治家もあったが，その場合は選挙時に反
タミル感情が煽られ，タミル人は「エラーラ王の時からシンハラ人の敵である」
などと叫ばれることもあった（7）。こうした状況の中で，すでに 1935 年 6 月 1
日には C.S. ラージャラトナムという事務弁護士を代表とする 50 名ほどのタミ
ル人たちが植民地省宛てに請願書を送っている。彼らはこのなかでドノモア憲
法によって「全政治権力」が 1 つのコミュニティに与えられたこと，さらに
その格差を是正しようとする努力がシンハラ人政治家の側からはなされなかっ
たことを指摘した。そして請願者たちは，議員数の 25％を低地シンハラ人に，
25％を高地シンハラ人に，25％をセイロン・タミル人に，そして残りの 25％
を「その他のマイノリティ」に配分することを要求した（8）。
　その後，マイノリティ，特にタミル人たちからのこうした要求は「フィフ
ティ・フィフティ」という形でより強力に主張されるようになった。この要
求を主導したのは，後に全セイロン・タミル会議（All Ceylon Tamil Congress）
の総裁になった G.G. ポンナンバラムであった。当初，13 対 7，60 対 40 とい
う割合も検討されたようであるが，1937 年 6 月の会議でマジョリティ対マイ
ノリティの割合を 50 対 50 として要求することが決まった。もちろんこの提案
はさまざまな批判に直面した。ヨーロッパ人たちはこれはマイノリティによる
マジョリティの支配につながりかねないものであり，民主主義の原則に反する
馬鹿げた提案であるとみなした。ほぼすべてのシンハラ人たちには極端すぎて
受け入れることができないものであった（9）。こうして，ドノモア憲法下にお
いてシンハラ人仏教徒の政治家たちの支配権は圧倒的に強化され，そのことは
タミル人たちの間に非常に大きな不安を与えることになった。
　しかしながら，シンハラ人政治家たちがセイロン・タミル人たちを直接の標
的としてコミュナルな意識を煽ることはまれであった。選挙時などにおいてよ
り明確な標的となったのはキリスト教徒やインド系の移民に対してであった。
よく知られているように，1936 年の選挙では当時の代表的なシンハラ人政治
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家でキリスト教徒であった E.W. ペレーラがホラナ選挙区から出馬し落選した
が，このとき「仏教徒の影響力を護れ」という反キリスト教宣伝が盛んに行わ
れた。この選挙時にはハンバントタにおいてもカトリックの候補者への反発を
煽るリーフレットが配布された。そこには，カトリック教徒たちは菩提樹の木
を切り，ポロンナルワの仏像の上に座り，『マハーワンサ』を侮辱しているな
どと書かれていたという。さらにモラトゥワでは，キリスト教徒の候補に投票
するようにとキリスト教徒に対して呼びかける偽のパンフレットが配布され，
反キリスト教感情が煽られた（10）。
　1950 年代になっても，いわゆるセイロン・タミル人たちが明確な標的にな
ることはまれであった。1954 年にイギリス人の外交官が「セイロンにおける
コミュナリズム」という報告書を本国に送っているが，そこにあるのは宗教的
なコミュニティ間の対立に関する問題や，「インド人問題」とされるものである。
この外交官によれば，1954 年には 3 つの「コミュナル暴動」があった。1 つは
東部地域におけるヒンドゥー教徒とムスリムとの対立，2 つ目はキャンディ付
近のマウァンウェッラという町においてムスリムの店が仏教徒に焼かれたとい
うものである。これは「挑発的な」仏教徒の行進がモスク付近を通るのを警察
が止めようとしたために起こった。そして 3 つ目が，パーナドゥラにおけるカ
トリック教会の新設を巡って起きたものである。つまりいずれも宗教的コミュ
ニティに関連したものであった。
　このイギリス政府公文書はまた，当時の顕著な傾向として「シンハラ・ナショ
ナリズム」を指摘しているが，その中心となるのは反インド人感情であった。
有力な政治家であった R.G. セーナーナーヤカ（F.R. セーナーナーヤカの長男）
が「インド人問題はセイロン人を脅かしている。インド人たちをこの国から一
掃するために団結すべきだ」と述べたこと，またインド人企業やインドからの
影響に対抗するためにトゥリ・シンハラ戦線（Tri Sinhala Peramuna）という組
織が設立されたことを記している。この団体は，インドからの脅威は過去にお
いてはシンハラ文化の豊かさを破壊したが，今日では「装いを変えて現れ，こ
の国の国民を追い出そうとしている」などと主張した。彼らはキャンディ地域
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で活動し，インド系企業のボイコットやインドの影響の排除を企てた。さらに
バンダーラナーヤカのスリランカ自由党も統一国民党がインド人をセイロンか
ら即座に排除しないことを批判している（11）。
　このように，1956 年以降顕著となりその後のスリランカ政治や社会に大き
な影響を与えたシンハラ対セイロン・タミルの対立は，1950 年代半ば近くに
なってすら十分には顕在化していなかった。後述するように，バンダーラナー
ヤカのスリランカ自由党がいわゆるシンハラ・オンリー政策を公式に掲げたの
は 1955 年 12 月のことであった。その後 1956 年の政治変革を経てシンハラ人
とセイロン・タミル人との対立は急速に深刻化することになったのである。本
稿でみていくように，バンダーラナーヤカがこの政策を受け入れた大きな理由
の 1 つは，組織化された政治意識の高い仏教僧たちの政治的影響力を無視でき
なかったからであった。そしてその仏教僧の政治意識を高め，彼らの組織化を
促進した重要な要因の 1 つが仏教委員会の調査とその報告書であった。
　2　仏教委員会の報告書とその影響
　スリランカにおいて仏教僧たちの政治的活動が大きく注目され始めたのは
1930 年代後半のことであった。彼らの多くはキャラニヤにあるヴィディヤラ
ンカ・ピリヴェナという仏教僧教育機関出身の若い僧たちであった。彼らはシ
ンハラ・ナショナリズムの著名なイデオローグであるアナガーリカ・ダルマ
パーラのインド仏跡保全運動を支援するためにインドに渡った者たちであっ
た。しかし，こうした仏教僧たちが十分に組織化され，一般民衆，特に農村の
民衆とのつながりを強力にもっていたとは言えない。1946 年にはランカ統一
比丘同盟（Lanka Eksath Bhikkhu Mandalaya）という団体が設立されたが，そ
の影響は概して都市部に限られ，十分な政治的勢力とはなっていなかった（12）。
　こうしたなかで仏教僧たちの政治的活動は 1951 年頃から再び活発になった。
この年，在家信者の団体である全セイロン仏教徒会議は「仏教と仏教施設」の
保護を政府に要求した。全セイロン仏教徒会議は，当初「YMBA の全セイロ
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ン会議」として創設されたもので，その後 1924 年に仏教徒協会全セイロン会
議と改称され，さらに 1940 年にその名前になった組織である。この組織の設
立の目的には，仏教の保護育成と仏教徒の「権利と特権」を守り，「仏教徒を
代表し，彼らの利害に関わる公的事項に対し，仏教徒の代理となって活動する」
ことが含まれていた（13）。
　全セイロン仏教徒会議は仏教委員会の設立にも大きく関わった。この委員
会の起源は，1953 年に仏教徒の指導者たちが仏教の現状を調査することを政
府に求めたことに始まる。当時の統一国民党政府はその要求を拒否したため，
仏教徒たちは自力で委員会を立ち上げることを決意した。こうして 1953 年 12
月 27 日，全セイロン仏教徒会議の年次総会で仏教調査委員会（The Buddhist 
Committee of Enquiry）の設立が正式に決まった（14）。一般に仏教委員会と呼ば
れれたこの組織は，その後スリランカ各地で会合を開いた。報告書によれば，
彼らは「仏教徒社会のすべての層」の声を聴取した。その活動は 1954 年のラ
トナプラに始まり，1955 年 5 月 22 日のアヌラーダプラに終わるという長大な
もので，全行程は 6300 マイル（約 1 万キロ）に及んだ（15）。この中で 1800 人
の在家信者と 700 人の仏教僧が委員会に対して意見を述べたと言われる（16）。
　仏教委員会は 7 人の仏教僧と 7 人の在家信者で構成されたものであった。仏
教僧はピリヴェナと呼ばれる仏教僧教育機関で働く教師たちであり，シャム派，
アマラプラ派，ラーマンニャ派の僧が含まれていた（17）。これはつまり，委員
会を構成した仏教僧たちは特定のカーストの出身者のみではなかったというこ
とである。スリランカでは仏教僧の宗派とカーストとの間にはかなり密接な関
係があった。20 世紀半ば頃には 1 万 5000 人から 1 万 8000 人の仏教僧がスリ
ランカにいたとされるが，そのほとんどが 3 つの主要なニカヤ，つまり宗派に
属していた。最古で最大の宗派はシャム派と呼ばれるもので，この宗派の寺院
はシンハラ王からの寄進による広大な土地を保有していた。仏教僧のなかの 1
万 2000 人ほどがこの宗派に属していた。またこの宗派においては伝統的に中
央高地の勢力，特にキャンディの仏教僧が支配的であった（18）。この宗派は，
得度，つまり出家して僧になる許可を 1753 年にゴイガマ・カースト以外の者
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に与えたのを最後に，その後非ゴイガマへの得度を拒否し，今日までその制限
を維持し続けている（19）。
　こうしたカーストによる得度の制限に対抗して生まれたのがアマラプラ派で
ある。この宗派は，1799 年にサラーガマ・カーストの 1 人の僧が 5 人の見習
い僧と 3 人の在家信者を連れてビルマの首都アマラプラに到着し，国王に迎え
られ，得度を受けたことに始まる。その後 1807 年に他のカーストの者も同様
に得度を受け，これらのグループが一致協力してアマラプラ派を結成した。ア
マラプラ派はカラーワ，サラーガマ，ドゥラーワに開かれたニカヤであり，仏
教僧の約 2 割が所属していた。第 3 のラーマンニャ派は近年になってより厳格
な規律を求める人々がシャム派から分派してつくったものである（20）。このよ
うにスリランカの仏教の宗派とカーストにはかなり密接な関係があるが，仏教
委員会に参加した仏教僧は複数の宗派に属しており，従って明らかにカースト
も複数であった。
　在家信者の委員もさまざまなカーストに属していた。ウィジェワルダナ
（D.C.Wijewardena）は有名な報道機関であるレイク・ハウスにつながる家系の
出身であり，明らかにゴイガマである。エッラポラ（T.B.Ellapola）は旧キャ
ンディ王国の貴族的家系出身であり，彼が高位のカーストに属していることは
ほぼ間違いない。しかしこの委員会においてはカラーワの知識人の活動がかな
り目立つものであったことは確かである。シンハラ・ナショナリズムのイデオ
ローグとしてよく知られた L.H. メッターナンダ，教育者から政治家に転じた P. 
de S. クララトネはカラーワであった。また後述するように，N.Q. ダヤスは公
的にはこの委員会には属していないが，その活動を陰で支えた。彼は委員会活
動における調査旅程の手配などを行ったし，調査報告書の出版がおそらく財政
的理由から困難になったときにその手はずを整えた（21）。
　ところで，この報告書作成に大きな影響を与えた人物として G.P. マララセー
カラ（Gunapala Piyasena Malalasekera）をあげることができる。 彼は 1939 年か
ら 1957 年まで 20 年間近く全セイロン仏教徒会議の総裁を務めた人物であり，
仏教委員会での彼の影響力は間違いなく大きかった。すでに見たように，この
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委員会の設立には全セイロン仏教徒会議が大きく関わった。またこの委員会の
報告書の英語版は彼の手によるものだとも考えられていた（22）。ちなみにこの
報告書を出版したのは後述のダルマ・ヴィジャヤ・プレスという出版所であり，
これは N.Q. ダヤスらによってつくられたものである。
　マララセーカラの出身カーストは明らかではないが，間違いなくカラーワの
強い影響下にあった。マララセーカラは多くのカラーワ富裕層を輩出したパー
ナドゥラ郊外のマラムッラ（Malamulla）に 1899 年 11 月 8 日に生まれた。父
親は成功したアーユルヴェーダ医であった。彼の才能に目をつけたのが，前述
の W. A. ダ・シルワと P. de S. クララトネであった（23）。両者ともカラーワである。
クララトネはアーナンダ・カレッジの校長で，ダ・シルワはその教育機関の総
監督者（general manager）であった。彼らは当時才能のある人物を物色してお
り，若きマララセーカラに白羽の矢を立てたのである。マララセーカラはその
直後の 1921 年からアーナンダ・カレッジで働き始めた。この仏教徒学校のさ
らなる拡張を支援するため，マララセーカラはその後募金のために国中を回っ
たのであるが，そのとき彼を支援したのがアーサー . V. ダヤス（パーナドゥラ
出身のカラーワの著名な慈善家）であった（24）。
　その後 W. A. ダ・シルワはマララセーカラをロンドンへと留学させた。彼は
ロンドン大学の東洋研究学院（School of Oriental Studies）で 1923 年から 1926
年まで学んだ（25）。帰国後ダ・シルワはマララセーカラのためにナーランダ・
カレッジをつくり，彼はその校長となった（26）。この頃までに彼はクララトネ
の影響でナショナリズムに目覚め，ジョージ・ペレーラという名を捨て，G.P. マ
ララセーカラと名乗るようになり，その名をその後使い続けることになった。
マララセーカラは 1939 年にはコロンボのユニヴァーシティ・カレッジに就職
し，1942 年にセイロン大学が創設されると，パーリ語仏教文明の教授，そし
て東洋学部の学部長に任命された（27）。彼はまた全セイロン仏教徒会議に積極
的に関わり，すでに見たように 20 年近くその総裁を務めた。こうしてマララ
セーカラは代表的なカラーワ・エリートたちの影響を受けながら仏教復興のた
めの活動をおこなった。
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　仏教委員会はその活動の成果として，1956 年初頭に報告書を出版した。そ
の内容は，スリランカの仏教が危機にあることを示し，政府による仏教保護の
重要性を訴えるものであった。この報告書はスリランカにおける仏教の歴史を
ふり返り，偉大な王たちの時代以降，特にポルトガル，オランダ，イギリスと
続いた植民地支配によって仏教が衰退し続けてきたことを明らかにしようとし
た。そしてその対処法として，仏教徒評議会（Buddha Sasana Council）の設立
とキリスト教ミッションの学校を含むすべての学校の国有化を提言した。
　この仏教委員会の報告書の基底に明確に存在するのは，キリスト教ミッショ
ンへの敵意とその学校制度のもつ影響力への批判である。報告書によれば，植
民地下ではキリスト教ミッションの学校に多額の助成がなされた。逆に植民地
政府は仏教寺院に付随していた学校には全く関心を示さなかった。そればかり
でなく，政府は仏教と教育との間にあった伝統的なつながりを破壊するよう努
めた（28）。その結果，ミッションの学校が支配的となり，多くのキリスト教徒
が高い教育を受けることになった。仏教徒の生徒もミッションの学校に通うこ
とになったが，改宗の危険を常に伴うものであった。イギリス時代に仏教が冷
遇され，仏教僧が教育から排除された問題について，報告書はたとえば次のよ
うに記している。
　 若者の道徳的および知的福利の守護という太古からの仕事から仏教僧たちを
追放するよう意図された規制が作成され，仏教僧たちは敬意を払うべきもの
でも，教育的事項において注目すべきものでもない余計な者であるとして扱
われた。ポーヤ日が休日ではなくなったから，自らの宗教も仏教僧も知らず，
仏法（Dhamma）の儀式や儀礼をさげすむ人々，ただ名目だけの仏教徒であ
る人々という階層がこの国において急速に拡大した（29）。
　さらに報告書は，仏教徒による教育を進めようとする動きはキリスト教徒や
その影響を受けた政府からの妨害にもあってきたとも主張している。そしてこ
うした仏教の冷遇は独立後も政策としても続いている。たとえば 1947 年の教
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育法には宗教学校の設立許可の際には建設地の住民の宗教への配慮が必要だと
いう条項があったが，それは 1951 年に廃止されてしまった。報告書によれば，
それによって「どこでもいつでも好きなようにキリスト教徒たちは簡単に学校
を設立できるようになった」（30）。逆に，「仏教徒の子供たちがその宗教を危う
くすることなくより高い教育を受けられる学校の数は痛ましいほど不足してい
る」。その上，カトリックの学校では「反仏教的理念」が教え込まれており，
仏教徒たちはこうしたことへの対抗手段をもたない。そのため十分な割合の仏
教徒の子供たちが大学教育を受けられていない。大学の職員もおおむね非仏教
徒によって構成されている。また「有利な職務の大多数は非仏教徒によって占
められている」。そしてそれゆえ，「1958 年 1 月 1 日までにはすべての助成校
は国有化されるべきである」という主張になるのであった（31）。
　この報告書はこうして，キリスト教徒による教育によって仏教徒の子どもた
ちが仏教的な教育を受ける機会が奪われたり，改宗の危機にさらされたりする
という懸念を表明すると同時に，多くの仏教徒がそうした問題を避けようとす
るために十分な教育を受けられず，そのために仏教徒たちが世俗的な意味でも
不利な立場にあると主張しているのである。いずれにしても，仏教が衰退して
おり，仏教徒が不利益を被っているという明確な主張は仏教徒たちを組織化し，
動員するに際しての強力な理論的根拠となったことは間違いない。特に仏教僧
たちに対しては，彼らの伝統的な役割がないがしろにされ，そのために仏教が
衰退しているという指摘は彼らの政治的意識を高めるというプロパガンダ的な
効果を明らかにもった。後述するように，実際仏教僧たちの多くはこの報告書
を持ち歩いて選挙運動を行った。またこの報告書のシンハラ語版は総選挙中に
非常に広範に配布された（32）。
　3　N.Q. ダヤスと政治変革
　ところで，仏教委員会が行った調査の旅程は先にもみたように 1 万キロほど
におよぶ長大なものであった。この調査は 37 カ所で行われ，1800 人の在家信
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者と 700 人の仏教僧が証言した。それぞれの調査の前には伝統的な儀式が催さ
れ，集会が開かれた（33）。このように仏教委員会の調査旅行は綿密な計画の上
につくられた一大イベントであった。この旅の手配などは各地の仏教徒組織を
中心に行われたのであるが，この組織の設立には明らかに N.Q. ダヤスが関与
していた。またダヤスは資金面においてもかなりの貢献をした（34）。
　N.Q. ダヤス（Neil Quintus Dias）はパーナドゥラ，つまりカラーワ・カース
トの有力な家族の多くを生んだ都市の富裕な家に生まれた。生年は必ずしも明
らかではないが，1964 年頃のイギリス政府の報告書では 51 歳であるとされて
いるから，おそらく 1910 年代前半の生まれである。彼はキャンディのトリニ
ティ・カレッジというエリート校で学んだ後にイギリスに留学した。留学中の
1935 年にセイロン高等文官（Ceylon Civil Service）の試験に合格し，スリラン
カに戻った。かつてはこの職種には白人のみが採用されたが，1930 年からは
セイロン人にも門戸が開かれるようになっていた。しかしイギリスからの応募
を念頭につくられたものであったため，その給与水準はきわめて高かった（35）。
　ダヤスは 1951 年にラトナプラの政府長官となり，1953 年に登録局長官
（Registrar-General）に，その後 1954 年には入国移民管理官（Controller of 
Immigration）となった。1956 年の選挙後には最初の文化局長（Director of 
Cultural Affairs）に任命された。シリマウォ・バンダーラナーヤカ首相時代の
1961 年 5 月には何人かのより年配の官吏を飛び越して，防衛外事省常任書記
（Permanent Secretary, Ministry of Defense and External Affairs）となった。こう
して彼はさらに深く政権の中枢に入り込み，行政職の「仏教徒化」を進める
ことになる。また彼は「おびただしい数の」仏教徒団体の代表をも務め，1 つ
はその力を背景に首相や閣僚などに対して大きな影響力をもった（36）。ダヤス
はシンハラ仏教ナショナリズムに強く傾倒していた。イギリス政府公文書に
よれば，「彼はクラシック音楽を好むが，他の西洋的趣味は放棄した，そして
仏教哲学とシンハラ人の歴史への彼の初期の関心はほとんど狂信的マニアの
状況へと展開したため，彼は偏狭な戦闘的仏教シンハラ・ナショナリストと
なった」（37）。
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　ダヤスがその政治的影響力をおそらく最も強めたのは 1960 年代前半であっ
たが，彼が仏教徒の組織化に向けて本格的に動き出し，そうすることで政治に
関与し始めたのは 1952 年頃であった。当時ダヤスはラトナプラの政府長官で
あった。カトリック教徒たちが政府内で確固とした地位を築いており，かつカ
トリック教会を中心によく組織化されていることに彼は注目した。そして，仏
教徒もまた同様に組織化され，仏教徒の利害を政府に反映させる効果的な手段
がつくられるべきだと彼は考えた。こうしてダヤスはまず政府内における仏教
徒公務員の協会をつくり，後援者となった。さらに彼は全国的な仏教徒の組織
化に乗り出した（38）。
　N.Q. ダヤスは，当時きわめて畏敬され，人気を得ていた仏教僧ヘネピティ
ゲデラ・グナナシーハ・テロ師（Rev. Henepitigedera Gnanaseeha Thero）と親
密になり，この仕事をともに行った。グナナシーハはラーマンニャ派に属し，
主にラトナプラ県で活動していた。ドットゥガーマニー王の生涯についての著
書などがあることでも知られている。農村の貧困層の現状を憂慮し，「反帝国
主義闘争」においても主導的立場にあったとされる。彼はまた，ラトナプラ地
域などでの「カースト的抑圧」をも問題視し，その地の貴族的カーストである
ラダラの支持者たちと対立していた。さらに教育にも力を入れ，ラトナプラに
学校や仏教僧の訓練センターをつくった。こうした活動を行っていたグナナ
シーハとともにダヤスが仕事を始めたのは，1953 年のことであった。ダヤス
には「公的な地位と財力」があり，グナナシーハには「個人的な人気」がある
と言われた（39）。
　彼らはまずサバラガムワ地域の事実上すべての村に仏教徒協会（Baudha 
Sasana Samiti）をつくった。同種の組織はすぐに全国に広がり，その数は 3500
以上にもなった。さらにこうした組織間の連携を図り，また協会の形成されて
いない地域での活動を促すために，ダルマ・ヴィジャヤ・プレスという出版所
をつくり，『ダルマ・ヴィジャヤ』という週刊紙を出版した（40）。
　こうして在家信者の組織をつくりあげた後，N.Q. ダヤスは L.H. メッターナ
ンダとともに仏教僧たちの協会のネットワークをつくることに尽力した。後述
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するように，この仏教僧の組織はシンハラ・オンリー政策の採択を求めた勢力
の 1 つであり，かつバンダーラナーヤカの勝利をもたらした最も重要な勢力の
1 つとなった。ダヤスは 1954 年までには登録局長官（Registrar-General）とし
てコロンボに戻っていたのだが，このときまでには彼とメッターナンダとの間
にはかなり密接な協力関係ができあがっていたとされている（41）。メッターナ
ンダとダヤスの関係は必ずしも明らかではないのであるが，きわめて過激な発
言を繰り返したメッターナンダを，ダヤスは政府内での影響力や財力によって
支え，あるいは操っていたとみることもできるかも知れない。イギリスの政府
公文書は，メッターナンダはダヤスの「表看板」（front man）であると記して
いる（42）。
　メッターナンダはシンハラ・ナショナリズムのイデオローグとしてさまざま
な活動を行った人物である。彼はたとえば後に仏教徒国民軍（Bauddha Jatika 
Balavegaya）という組織を中心に行政の「仏教徒化」を推進した。イギリス政
府公文書によれば，メッターナンダはこの組織を運営した「狂信的な在家信者」
のなかでも最も悪名高いとされた人物であった。ちなみに N.Q. ダヤスは仏教
徒国民軍の役員ではなかったが，精神的支柱の 1 人であるとされた（43）。別の
イギリス政府公文書は，メッターナンダを「ウルトラナショナリズム的宗教
的外国人嫌いの狂信的な過激論者」（lunatic fringe of ultra-nationalistic religious 
xenophobes）の典型であるとしている（44）。バンダーラナーヤカと密接な関係
にあった著名な仏教僧ブッダラキッタもまた新聞紙上で「極端に過激なナショ
ナリスト」（ultra-extremist-nationalist）という評判がメッターナンダにはある
と記した（45）。
　メッターナンダはもともとは教師であった。20 年以上の間，アーナンダ・
カレッジとダルマラージャ・カレッジでラテン語を教えた後に，アーナンダ
の校長となった。彼が戦闘的なイデオローグとして活動し始めたのはアーナン
ダ退職後のことであった。彼は N.Q. ダヤスらとともにさまざまな仏教ナショ
ナリスト勢力を結びつけ，ネットワークをつくっていった（46）。メッターナン
ダ自身の言葉によれば，1953 年にはスリランカ各地でサンガ・サバ（Sangha 
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Sabha，仏教僧協会）という組織がつくられていた。この組織の設立を促し
たのが「政府および地方行政府公務員仏教徒協会」（Government and Local 
Government Servants Buddhist Societies）という組織であったが，この公務員
組織の議長は N.Q. ダヤスであった。設立された仏教僧協会の数は 1954 年まで
には 72 になった。次にメッターナンダが（前述のようにダヤスとともに）行っ
たことは，各地の協会を統合する組織をつくることであった。それが，スリラ
ンカ大仏教僧協会（Sri Lanka Maha Sangha Sabha）である。この組織の綱領は
1954 年 12 月 4 日にアーナンダ・カレッジで行われた総会で承認された。この
協会はちょうどこの頃形成され始めていたもう 1 つの仏教僧組織と合同して統
一比丘戦線（Eksath Bhikkhu Peramuna, EBP）を 1956 年 2 月に結成した。こ
の統一比丘戦線は 75 の地域団体をとりまとめるものとなった（47）。
　統一比丘戦線を構成したもう 1 つの仏教僧組織は全ランカ仏教僧会議
（Samasth Lanka Bhikkhu Sammelanaya, SLBS）というものであった。その有力
な指導者の 1 人がブッダラキッタ（Mapitigama Buddharakkhita Tero）という仏
教僧である。ブッダラキッタは 1921 年に生まれ，15 歳の時に出家し，その後
有名なキャラニヤ寺院の住職（chief priest）になった。また政治にも深く関わり，
1951 年にはバンダーラナーヤカのスリランカ自由党の創立メンバー兼パトロ
ンとなった。ブッダラキッタはバンダーラナーヤカ政権誕生後も政権内で大き
な影響力をもち，さらには 1959 年に首相暗殺に関わったとして有罪判決を受
けた人物でもある（48）。
　ところで，リギンズによれば，こうした仏教徒の権益拡大はさまざまな人々
によって推進された。そのうちの１つは，中流，あるいは中流上層の公務員，
教師，法律家であり，その中の「幾人かは富裕であり，その大部分は彼ら自身
きわめて西洋化されていた」。そしてこうした人々のなかでもカラーワ・カー
スト出身者が最も活動的であった。また統一比丘戦線に加わった仏教僧たちは
主に低地出身で，キャンディ地域の者は少なかった。そして大半の仏教僧はア
マラプラ派とラーマンニャ派に属していた（49）。先に見たように，スリランカ
では仏教僧の宗派とカーストとの間には密接な関係がるので，この組織に加わ
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り政治的な活動を行った多くの仏教僧は非ゴイガマ・カースト出身であったと
いうことである。ただ，シャム派に属するゴイガマの仏教僧たちのなかにも政
治活動を行った人々があったことも事実である。すでに見たように，仏教僧内
にはカーストによる対立はあったが，シャム派に属するゴイガマの僧たちのな
かでは高地と低地の仏教僧の間に地位を巡る反目があった。統一比丘戦線のな
かで支配的であったのは低地の僧たちであった（50）。高地のマルワッテ支派と
アスギリヤ支派においてはゴイガマのなかでも地位が高いとされるラダラの影
響力が強く，多くの低地のシャム派の仏教僧たちはそれを不満としていたので
ある（51）。
　4　1956 年の選挙とシンハラ・オンリー政策
　このように 1950 年代前半には仏教と政治が深く結びつき，仏教僧や在家信
者たちの間での組織化が進んだ。ただすでに見たように，当時注目された「コ
ミュナリズム」はムスリムやキリスト教徒といった宗教的コミュニティを標
的にしたものと「インド人問題」であった。マジョリティであるシンハラ人
仏教徒の側からセイロン・タミル人を激しく批判するような動きは 1950 年代
半ばになるまでは明確には現れなかった。逆に，自国語使用運動（Swabasha 
movement）においてはシンハラ語とタミル語の 2 言語をともに公用語化すべ
きであるという見方がかなりあった。少なくとも 1950 年代初頭にはそう主張
する人々は多かった（52）。
　後にシンハラ・オンリーを激しく主張することになるバンダーラナーヤカ自
身もまたタミル語をも公用語にすべきであると述べていた。たとえば，1944
年に J.R. ジャヤワルダナによってシンハラ語を公用語とするという動議が国家
評議会に提出されたとき，バンダーラナーヤカはそれに反対した。1952 年の
選挙運動中においてもバンダーラナーヤカのスリランカ自由党は他の政党と同
様に 2 言語の公用語化を主張した。1954 年 4 月にさえ，「シンハラ・オンリー」
を明確に否定している。しかし 1955 年になるまでにはバンダーラナーヤカは
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言語問題は「生死をかけた闘いだ」とまで言うようになっていた。彼のスリラ
ンカ自由党は 1955 年 12 月にシンハラ・オンリー政策を公式に採択した（53）。
　言語政策に関するバンダーラナーヤカの急激な態度の変化の背景にあったお
そらく最大の要因は，シンハラ・オンリーを求める人々による大衆への強力な
働きかけであった。L.H. メッターナンダもそうした人々の 1 人であった。彼
はそのころランカ国民活動家フォーラム（Lanka Jatika Bala Mandalaya）という
組織の総書記であり，シンハラ語を唯一の公用語とするよう政府に圧力をかけ
ていた（54）。実際メッターナンダは自国語公用語化運動の指導的支援者の 1 人
であると考えられていた（55）。
　1954 年までには「シンハラ・オンリー」を求める圧力が民衆の間で相当に
高まりつつあった。シンハラ語教師，アーユルヴェーダ医，仏教僧たちが集
会を開き，この政策を求め始めていた（56）。1954 年 9 月にはシンハラ民族協会
（Sinhala Jatika Sangamaya）という団体がシンハラ語を唯一の公用語にすること
を求める署名活動を行った（57）。こうして 1955 年初め頃にはシンハラ・オンリー
を求める声が大きな勢いをつけ，シンハラ語地域の各所でほとんど毎日この政
策実現を求める集会が開かれるようになっていた（58）。1955 年 9 月 10 日には
仏教僧も参加する集会が開かれ，シンハラ語を唯一の公用語とすることを求め
る決議がなされた（59）。
　1955 年末に近づくにつれ，政治的比丘（political bhikkhu）と呼ばれる仏教
僧たちの活動がますます盛んになった（60）。仏教僧たちは公用語政策を訴える
とき最も活動的であったといわれる。彼らの多くは，タミル語を公用語化すれ
ばシンハラ語は消滅すると訴えた。仏教僧たちは 1955 年 10 月には共産党や
NLSSP（新ランカ平等社会党）のデモ行進を襲撃し，暴動を起こしたが，こ
のときの重要な論点は公用語問題であった。共産党や NLSSP などの左翼勢力
はこの選挙においてはパリティ，つまりタミル語を同等に扱うことを主張して
いたのである（61）。この運動が激しさを増すなかで，シンハラ語地域での主要
な論点は，シンハラ・オンリーの是非そのものではなく，誰が最もこの問題に
熱意があり，実現可能かという問題に移っていった（62）。タミル語が公用語に
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なれば 50 パーセントの政府の仕事はタミル人に行く，国中のあらゆるところ
でシンハラ人医師 1 人につきタミル人医師 1 人となる，といったデマを飛ばす
者も現れた。また，言語の問題はシンハラ民族やシンハラ人の言語や文化の生
き残りの問題であり，「両言語の採用が認められればシンハラ民族は破滅する
可能性がある」などとも訴えられた（63）。
　仏教僧たちが選挙運動を行うことはそれまではほとんどなかった。この選挙
の次の 1960 年の選挙においても仏教僧たちは活動しなかった。彼らの政治活
動の大半は自発的なものではなく明らかに前述の統一比丘戦線からの指示によ
るものだった。この組織は「シンハラ人地域全域」に支部をもつものであり，
その動員力はきわめて大きなものであった。バンダーラナーヤカは彼への支持
とひきかえにこの組織の綱領を是認したのである（64）。
　統一比丘戦線に属する仏教僧たちの主張は次のようなものだった。統一国民
党は西洋化された金持ちの政党であり，その政策はタミル人やキリスト教徒や
他の宗教的マイノリティに手ぬるすぎる。特にカトリック教徒は政府の重要な
部局のほとんどや商業，あるいは司法に徐々に入り込んでいる。その一方で仏
教徒たちはその「生得権」（birthright）から閉め出されている。仏教僧たちは
こうしたことを特に農村地域の貧しい村人たちに訴えた。統一国民党は仏教僧
たちからの批判に対して，ブッダ・ジャヤンティ（Buddha Jayanti）に多額の
出費をなしたこと，バンダーラナーヤカはもともとはキリスト教徒であったこ
と，彼はマルクス主義政党の道具であるなどと訴え，彼の本当の目的は仏教を
根絶することであると主張した。しかしこうした統一国民党のバンダーラナー
ヤカ批判はほとんど効果はなかった。逆に 1956 年のブッダ・ジャヤンティは
2500 回目に当たり，仏教徒の政治意識は非常に高まっていた。この宗教意識
の高まりはバンダーラナーヤカの選挙活動を明らかに有利にした（65）。
　仏教僧たちは統一比丘戦線を中心に活動した。彼らはまた在家信者の団体で
ある青年仏教徒協会（Young Men’s Buddhist Association），アーユルヴェーダ協
会（Ayuruveda Sangamaya），言語戦線（Bhasa Peramuna），ランカ国民グル協会
（Lanka Jatika Guru Sangamaya）などとも手を取りながら選挙戦に参加した（66）。
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1956 年の選挙には莫大な数の仏教僧たちが動員された。彼らは一軒一軒回って
彼らの政策を訴えたが，その際仏教僧たちが用いたのは前述の仏教委員会の報
告書や「仏教の敵たち」といったパンフレットであった。彼らはそのとき，米
への助成金の廃止といった経済的な問題をも扱ったが，もちろん宗教的な問題
をも熱心に訴えた。仏教僧たちは一般の人々の宗教や文化がいかに統一国民
党によって無視されてきたかを伝え，「統一国民党への投票はカトリックへの
投票，人民統一戦線への投票は仏教徒への投票」などと訴えた（67）。この動員
に際して重要な役割を果たした 1 人がメッターナンダであった。ある当時の
ジャーナリストは次のように記している。「彼（メッターナンダ）は何千とい
う仏教僧を組織化し，一軒一軒歩いて仏教委員会報告の抜粋を読み，統一国民
党を糾弾するようにさせた。彼は国中で旋風のような運動を巻き起こし，仏教
徒の胸に希望を復活させ，仏教徒が被った不正を正すために生まれた新しい英
雄であるとしてバンダーラナーヤカを描いた」（68）。また，カトリック教会が
統一国民党に百万ルピーを選挙のために献金したという情報が選挙運動中に流
され，これはバンダーラナーヤカの陣営を有利にした（69）。
　セイロン下院は 1956 年 2 月 18 日に解散し，その数日後に人民統一戦線 
（Mahajana Eksath Peramuna, MEP）が結成された。これはバンダーラナーヤ
カのスリランカ自由党を中心に，フィリップ・グナワルデナの革命的ランカ
平等社会党 （Viplavakari Lanka Sama Samaja Party, VLSSP），言語戦線（Bhasha 
Peramuna），そして無所属の 1 グループによって創設されたものである。そ
の後の選挙で人民統一戦線は歴史的な勝利を収め，95 議席中 51 議席を獲得
した。統一国民党は選挙直前の 52 議席から 8 議席へと一挙に議席を減らした。
こうしてバンダーラナーヤカは首相に指名されたのであるが，彼らが訴えた
シンハラ・オンリー政策は民族間の関係を決定的に悪化させる原因の一つと
なった（70）。
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　おわりに
　1931 年のドノモア憲法による普通選挙の導入は民衆への直接的影響力を強
くもつ仏教僧たちの政治的立場を明らかに強めた。そしてそれは「政治的比
丘」と呼ばれる人々の出現の原因の 1 つとなった。しかし，その活動は散発的
であり，十分に組織化されてもいなかった。その後も仏教僧の団体が設立され
たが，その影響は概して都市部に限られた（71）。仏教僧たちは潜在的には強力
な政治的影響力をもつ存在であったが，その力を引き出すには誰かが彼らを組
織化しなければならなかった。そしてそれを行ったきわめて重要な人物の 1 人
が N.Q. ダヤスであった。
　パーナドゥラの富豪でありエリート官吏であったダヤスは，カトリック教徒
が比較的高い教育を受け，多くの要職を占めていること，そしてその一因がカ
トリック教徒たちが教会を中心に組織化されていることにあるということに注
目し，同様に仏教徒も組織化されるべきであると考えた。彼はその影響力と資
金力を用いてまず公務員のなかに仏教徒団体をつくった。その後彼はスリラン
カ各地に在家信者の組織を，そしてその組織を通じて仏教僧の団体をつくって
いった。これらの各地の仏教僧の団体はその後統合され，スリランカ大仏教僧
協会という全国的な組織が設立された。さらにこの協会は当時設立された別の
仏教僧団体である全ランカ仏教僧会議と統合され統一比丘戦線が設立された。
そしてこの組織がバンダーラナーヤカの勝利に大きく貢献したのである。この
仏教僧の動員に際して大きな力をもったのが仏教委員会の活動であったが，こ
れにもダヤスは関わった。彼はこの委員会の正式の委員ではなかったが，明ら
かにこの委員会の舞台裏を資金面や組織面において積極的に支えた。
　1950 年代前半にはシンハラ仏教ナショナリズムが相当程度高められ，そし
てその意識を実際の政治活動に向けることができる統一比丘戦線を代表とする
いくつかの組織ができあがったが，この動きの多くを支えたのはダヤスであり，
ダヤスの「表看板」だと言われたメッターナンダ，あるいはクララトネといっ
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たカラーワの活動家たちであった。もちろん 1950 年代における仏教僧たちの
政治意識の高まりや，在家信者たちへのシンハラ仏教ナショナリズムの浸透が
彼らだけの力によるものではないことは明らかである。特に 1930 年代以降，
シンハラ人仏教徒というアイデンティティと政治はますます密接につながりつ
つあった。しかしダヤスたちが精力的にその流れを促進したこと，そして彼ら
がその中で一定の政治的影響力を確保しようとしたことは間違いないのではな
いだろうか。
　ところで本稿で扱った 1956 年の政治変革以降，N.Q. ダヤスや L.H. メッター
ナンダはますますその政治的関与の度合いを高めていったようにみえる。それ
はシンハラ人仏教徒の地位をより確固としたものにしたが，他方でタミル人や
その他のマイノリティ集団をますます周縁化する結果となった。1956 年以後
の政治状況にこのカラーワのエリートたちがどのように関わっていったかの解
明は今後の課題である。
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